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  1  1月臨時会月臨時会

33月定例会    月定例会    
令和５年第１回臨時会が１月２３日に開かれ、補
正予算１件を審議しました。
また、第２回定例会が２月２８日から３月２２日
まで開かれ、当初予算８件、補正予算６件、条例
の制定及び一部改正１４件、人事案件１件、請願
２件、陳情１件、決議１件などを審議しました。
各議員の賛否一覧は５ページをご覧ください。

令和５年１０月の開院と令和６年１１月のグランド
オープンに向け、建設工事が進められます。
【新病院名称：荒尾市立有明医療センター】

これまでに引き続き、道路工事、無電柱化工事、宅
地造成工事が進められ、ウェルネスをコンセプトと
したまちづくりが進められます。

「あらお海陽スマートタウン」の整備や市全
域の地域振興などに、より効率的で機能的に
取り組んでいくため、市長部局の組織改編が
行われます。
【新組織】総務部　地域振興部　市民環境部
　　　　　保健福祉部　建設農水部
地域振興部…産業振興課　都市計画課
　　　　　　スマートシティ推進室
建設農水部…土木課　建築住宅課　農林水産課

主な議案主な議案

議
決

会
ま っ こた と

で

同
意

可
決

可
決新病院建設関連事業

６５億７，５７９万１千円

南新地土地区画整理事業特別会計
６億８，０３１万５千円

荒尾市部設置条例の一部改正について

令和５年度　  一般会計当初予算   ２４４億円
補正額（１号）	 １億７，４５７万６千円
補正後総額	 ２４５億７，４５７万６千円
令和４年度
補正額（９号）	 ６，５０８万円
補正額（１０号）	 △１億７，２３３万円
補正後総額	 ２７１億１，１２７万２千円

荒尾市公平委員会委員の
選任に同意しました。

本田　悟士氏（熊本市）

人事案件について

（新病院イメージ）
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令和５年第２回定例会上程議案一覧及び審議結果一覧令和５年第２回定例会上程議案一覧及び審議結果一覧

令和５年第１回臨時会上程議案一覧及び審議結果一覧令和５年第１回臨時会上程議案一覧及び審議結果一覧

議案番号 件　　　　　　名 委員会付託 結 　 果

❶ 議第２号 令和５年度荒尾市一般会計予算 財 務 原案可決

議第３号 令和５年度荒尾市国民健康保険特別会計予算 財 務 原案可決

❷ 議第４号 令和５年度荒尾市介護保険特別会計予算 財 務 原案可決

❸ 議第５号 令和５年度荒尾市後期高齢者医療特別会計予算 財 務 原案可決

議案番号 件　　　　　　名 委員会付託 結 　 果

議第１号 令和４年度荒尾市一般会計補正予算（第９号） ― 原案可決

追加接種可能なすべての年齢の方
(５歳以上)を対象として、秋から冬
に１回接種、重症化
リスクが高い人には、
春から夏にかけて追
加で１回の接種が実
施されます。

子ども医療費完全無償化の年齢が、
令和５年１０月受診分から、１８歳
に達する日以後の最
初の３月末まで（高
校３年生相当）に引
き上げられます。

可
決

可
決 新型コロナウイルスワクチン

接種事業費１億１，８８７万６千円
荒尾市子ども医療費助成に
関する条例の一部改正について

荒尾市議会委員会条例の一部を改正する条例
市長部局の組織改編に伴い、市議会の常任委員会の名称及び所管事項を変更します。

名　　称 所管事項 委員定数

総 務 文 教 総務部　会計課　教育委員会に関すること
他の委員会の所管に属しないこと ６人

市 民 産 業 地域振興部　市民環境部　建設農水部
企業局に関すること ６人

厚　　　生 保健福祉部　市民病院に関すること ６人

財　　　務 予算・決算、市の財務に関すること １８人

可
決
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議第６号 令和５年度荒尾市南新地土地区画整理事業特別会計予算 財 務 原案可決

❹ 議第７号 令和５年度荒尾市水道事業会計予算 財 務 原案可決

議第８号 令和５年度荒尾市下水道事業会計予算 財 務 原案可決

議第９号 令和５年度荒尾市病院事業会計予算 財 務 原案可決

❺ 議第１０号 荒尾市部設置条例の一部改正について 　 ― 　 原案可決

議第１１号 荒尾市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について 総務文教 原案可決

議第１２号 荒尾市情報公開・個人情報保護審査会条例の一部改正について 総務文教 原案可決

議第１３号 荒尾市情報公開条例の一部改正について 総務文教 原案可決

議第１４号 荒尾市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 総務文教 原案可決

議第１５号 荒尾市子ども医療費助成に関する条例の一部改正について 市民福祉 原案可決

議第１６号 荒尾市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部改正について 市民福祉 原案可決

議第１７号 荒尾市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部改正について 市民福祉 原案可決

議第１８号 荒尾市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の一部改正について 市民福祉 原案可決

議第１９号 荒尾市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担等
に関する条例等の一部改正について 市民福祉 原案可決

議第２０号 荒尾市国民健康保険条例の一部改正について 市民福祉 原案可決

議第２１号 荒尾市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 市民福祉 原案可決

議第２２号 財産の処分について 産業建設 原案可決

議第２３号 市道路線の認定について 産業建設 原案可決

❻ 議第２４号 令和４年度荒尾市一般会計補正予算（第１０号） 財 務 原案可決

議第２５号 令和４年度荒尾市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 財 務 原案可決

議第２６号 令和４年度荒尾市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号） 財 務 原案可決

議第２７号 令和４年度荒尾市南新地土地区画整理事業特別会計補正予算（第３号） 財 務 原案可決

議第２８号 令和４年度荒尾市下水道事業会計補正予算（第２号） 財 務 原案可決

議第２９号 令和５年度荒尾市一般会計補正予算（第１号） ― 原案可決

議第３０号 荒尾市公平委員会委員の選任について ― 原案同意

議第３１号 荒尾市議会の個人情報の保護に関する条例の制定について ― 原案可決

❼ 議第３２号 荒尾市議会委員会条例の一部改正について ― 原案可決

決議第１号 寒波に伴う強風被害によるノリ養殖業者への支援を求める決議 ― 原案可決

令和５年 
陳情第１号 現給食の油・調味料についての陳情書 総務文教 継続審査

令和５年 
請願第２号

加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求める
請願 市民福祉 継続審査

令和５年 
請願第３号 給食費の無償化を実現する事を求める請願書 総務文教 継続審査

報告第１号 専決処分について（損害賠償額の決定） ― 　 ― 　
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請願・陳情請願・陳情
請願や陳情とは、議会に対して希望を訴えて必要な措置を求めることです。
本定例会では請願２件、陳情１件を審査しました。いずれも、より慎重に
審査する必要があることから、本会議にて、各常任委員会より継続審査の
申し出がなされ、今後も継続して審査を行うこととなりました。

現給食の油・調味料についての陳情書
【要旨・陳情事項】 (総務文教常任委員会付託)
　遺伝子組み換え作物は日本国内では栽培が許されていない。未来を担う子どもたちの健康な身体・心・
今後の生活をつくるためにも、学校給食の油・調味料について遺伝子組み換え作物は使用しないこと。また、
モデル校を設置し、オーガニック給食を実現してほしい。

加齢性難聴者の補聴器購入に対する
公的補助制度の創設を求める請願

【要旨・請願事項】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(市民福祉常任委員会付託)
　加齢性難聴を放置すると、うつ病や認知症につながるという研究結果がある。高齢者が心身ともに健
やかに過ごし、認知症の予防、健康寿命の延伸、ひいては医療費の抑制にもつながる加齢性難聴者の補
聴器購入について、公的補助制度を創設してほしい。

給食費の無償化を実現する事を求める請願書
【要旨・請願事項】　　　　　　　　　　　　　　　　　(総務文教常任委員会付託)
　地域によって教育費の負担に格差を生じさせることなく、すべての中学校で給食
費無償化が求められている。子どもたち自身が食べる喜びと生きる力を身につけ、健やかな発達を保障
するためにも、中学校の給食費無償化を求める。

令和５年第１回臨時会令和５年第１回臨時会
　　　　第２回定例会　　　　第２回定例会
賛否一覧表賛否一覧表

下記以外の議案は全会一致で原案可決、原案同意になりました。
安田議長は可否同数の場合のみ裁決権を行使します。

議 案 等 結果
議 員 名

前
田
裕
二

鶴
田
賢
了

北
園
敏
光

安
田
康
則

古
城
義
郎

小
田
龍
雄

坂
東
俊
子

木
村
誠
一

中
野
美
智
子

俣
川
勝
範

菅
嶋
公
尚

石
崎
勇
三

谷
口
繁
治

田
中
浩
治

橋
本
誠
剛

浜
崎
英
利

野
田
ゆ
み

菰
田
正
也

表決数
賛成　反対

❶ 議 第 ２ 号 原案可決 12	―	５ ● ● × ● ● × × ● ● ● ● × × ● ● ● ●
❷ 議 第 ４ 号 原案可決 16	―	１ ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
❸ 議 第 ５ 号 原案可決 12	―	５ ● ● × ● ● × × ● ● ● ● × × ● ● ● ●
❹ 議 第 ７ 号 原案可決 16	―	１ ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
❺ 議 第 １ ０ 号 原案可決 16	―	１ ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
❻ 議 第 ２ ４ 号 原案可決 16	―	１ ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
❼ 議 第 ３ ２ 号 原案可決 16	―	１ ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●は賛成　×は反対　※議席番号順
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【要望書を提出する谷口委員長】

決 議決 議
決議とは、議会の意思を表明することです。
産業建設常任委員会では、１月の寒波による強風被害に遭われたノリ
養殖業者に支援を行うため、荒尾漁協と熊本北部漁協の理事から被害
状況や要望事項等を聞き取り、下記の決議を議会に提出、全会一致で
可決されました。

寒波に伴う強風被害による
ノリ養殖業者への支援を求める決議

　令和５年１月２４日から２５日にかけて日本列島を襲った寒波は、全国各地で被害をもたらした。と
りわけ本市においては、寒波に伴う強風で、有明海におけるノリの養殖に甚大な被害が発生した。
　被害の状況としては、荒尾漁業協同組合管内で約７割、熊本北部漁業協同組合管内の牛水地区で約９
割の施設においてノリの網や養殖支柱に破損などの被害が生じている。
　本市のノリ養殖は、秋芽網と冷凍網による二期作であるが、今季は秋芽網において色落ちが発生した
ことから、年が明けて収穫が本格化する冷凍網に養殖業者の期待が高まっていたところに、この寒波に
伴う強風被害が発生した。
　現場では、破損したノリ網や養殖支柱の撤去が進められているが、手作業であり撤去に時間がかかる
ため、病害などが発生するリスクも高まっている。
　本市におけるノリ養殖業者は、現在、休業中も含めて１４経営体であるが、高齢化が進んでいる。今
後の事業継続に多額の投資が必要となる事と併せて、養殖業を辞める経営体が出てくる可能性もある。
　ノリは、本市にとって新高梨と並ぶ、代表的な特産品である。世界でも有数の干満差をもつ有明海で
育つノリは、全国的に風味・色等品質が高く評価されている。このことを踏まえ、今回の強風により損
壊した網等の撤去に要する費用や人件費に加えて、ノリ養殖業者が来季も引き続き養殖業を継続できる
よう今後の資材の購入に要する費用等についても、最大限の支援を求めることを決議する。

　また、３月１６日に産業建設常任委員会として、
今後もノリ養殖業者が継続して事業を行っていけ
るよう、下記の事項について要望書を市長に提出
しました。
１. 破損した養殖資材の購入費補助
２. 破損した養殖資材の撤去にかかる人件費補助
３. 撤去した養殖資材の処分費補助
４. 撤去する資材を一時保管する場所の確保

　

議
会
で
の
質
問
や
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、
要
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し
て
市
議
会

だ
よ
り
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す
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よ
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し
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は
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市

立
図
書
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で
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し
出

し
を
行
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て
い
ま
す
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ま
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市
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に
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で
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ま
す
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の
ご
案
内
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（議第２号）令和５年度荒尾市一般会
計予算

（反対）スマートヘルスケアサービス事業費として荒尾市が１億円も拠出する予算に
は納得できない。実証不十分であり、これだけあれば市民への水道料金値上げを３
年間先送りにできるし、中学生の給食費２年分を無料にできる。		 	 	 	 	

（反対）1 点目はマイナンバー制度関連費、会社を儲けさせ、個人情報を権力に悪用させる。２点目
はフッ化物洗口関連費、フッ素には発がん性がある。３点目は自衛隊募集経費。４点目は公共施設総
合管理事業費に反対する。

（議第４号）令和５年度荒尾市介護保険特別会計予算
（反対）介護保険給付費に対する国や県、荒尾市の負担額は、実績に対する負担割合により毎年度末
に確定する。しかし、実績が予算を下回ってきたために保険料が多く徴収された額は基金に積み立て
られ、昨年１２月末時点で１３億円近く（高齢者一人当たり約７万円）となった。３年毎に保険料増
減を検討する仕組みであるが、本来、毎年精算し、徴収しすぎた保険料分は早く還元すべきだ。

（議第７号）令和５年度荒尾市水道事業会計予算
（反対）市民の最も重要なライフラインのひとつである水道を、民間に管理させること自体あって
はならない。予算では、営業費用の３２. ４％、約３億５千万円と、建設改良費の９７. ８％、約
８億１千万円などが民間への包括委託となっている。しかし、委託先の企業決算を見てもこれらの内
訳や詳細はいっさい不明で、決済手続きの適確性の判断もできない状態にある。何をもってこの予算
の賛否を判断するのか、とても無責任な賛成はできない。

（議第１０号）荒尾市部設置条例の一部改正について
（反対）旧競馬場跡地へ建設する「道の駅」に年間７４万人、西日本最大規模の温浴施設や二つのホ
テルも誘致し、商業施設だけで３９４万人、全体で年間６１９万人が訪れるという計画を最重点施策
とし、これを推進する庁内組織改編が上程された。しかし、グリーンランドを含む現在の荒尾市への
観光客数の３倍を見込むこの計画は、あまりに無謀であり、強行せず、本当に市民に負担をかけない
のか、真摯に再検討すべきだ。

（議第２４号）令和４年度荒尾市一般会計補正予算（第１０号）
（反対）「道の駅」建設へ向けた初回の公募にだれも手を挙げず、施設使用料３年間免除や使用料固定
費免除などの見直しを行い、２次公募までの期間が延長になったために、アドバイザリー業務の追加
委託料４１８万円が計上されている。計画そのものに無理があり、条件緩和をせざるを得ない事態に
陥ったものであり、コンサルにも責任があると思うが、その責任は問わず、期間が延長したという理
由で、また追加委託料を支払うなど賛成できない。

議案等に対する議案等に対する

 討論！ 討論！
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※
そ
の
他
、
施
政
方
針
（
荒
尾
駅
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
関
連
半
導
体
企
業
誘
致
、
43
施
設
を
対
象
と

し
た
公
共
施
設
総
合
管
理
委
託
導
入
、中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
、自
治
会
へ
の
防
犯
灯
電
気
費
用
助
成
）
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

※
そ
の
他
、施
政
方
針（
あ
ら
お
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
、Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

の
県
内
進
出
に
伴
う
本
市
の
対
応
）に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　会派代表質問とは、２人以上所属の会派が、施政方針と当初
予算について行うものです。新社会党議員団と公明党議員団が
会派代表質問を、９名の議員が一般質問を行いました。

会派代表・一般質問会派代表・一般質問
市政のココが聞きたい市政のココが聞きたい

施
政
方
針（
あ
ら
お
海

陽
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン

へ
の
民
間
施
設
誘
致

状
況
と
沿
岸
道
路
の

進
捗
状
況
）に
つ
い
て

問
令
和
７
年
度
の
完
成
に
向

け
た
南
新
地
土
地
区
画
整

理
事
業
は
、大
詰
め
を
迎
え
て
い
る
。

準
備
が
整
っ
た
区
画
で
は
売
却
が

進
め
ら
れ
て
い
く
が
、民
間
業
者
の

関
心
意
向
は
ど
う
か
。
保
留
地
処

分
金
21
億
８
，０
０
０
万
円
の
確
保

が
で
き
な
け
れ
ば
、本
市
の
負
担
が

増
え
る
こ
と
に
な
る
。
温
浴
施
設

な
ど
の
誘
致
も
合
わ
せ
、取
り
組
み

状
況
を
伺
う
。
ま
た
、有
明
海
沿
岸

道
路
は
現
在
、橋
脚
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
ま

で
の
2.7
ｋ
ｍ
区
間
の
進
捗
状
況
と

計
画
、延
伸
に
つ
い
て
伺
う
。

施
政
方
針（
緑
ケ
丘
地
区
と

荒
尾
駅
周
辺
地
区
を
核
と

し
て
の
都
市
機
能
の
集
積

と
そ
の
ほ
か
の
地
域
へ
の「
暮

ら
し
た
い
ま
ち　
日
本
一
」へ

の
取
り
組
み
）に
つ
い
て

問
緑
ケ
丘
地
区
と
荒
尾
駅
周
辺

地
区
だ
け
が
特
化
し
、ほ
か
の

地
域
で
は
本
当
に
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の

か
。
中
心
地
域
だ
け「
ま
ち
づ
く
り
」が

進
み
、利
便
性
も
よ
く
、ほ
か
の
地
域

と
は
格
差
が
生
じ
、行
政
と
し
て
市
民

へ
の
手
が
届
か
な
い
よ
う
で
は
、「
暮
ら

し
た
い
ま
ち　
日
本
一
」は
厳
し
い
の

で
は
な
い
か
。
荒
尾
市
全
体
の『
市
民

生
活
向
上
』へ
と
つ
な
が
り
、誰
も
が
荒

尾
に
住
ん
で
み
た
い
、住
ん
で
よ
か
っ

た
と
言
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
お
願
い
し

た
い
。
市
長
の
考
え
を
問
う
。

新社会党議員団

公明党議員団

田中　浩治 議員

俣川　勝範 議員

答
「
あ
ら
お
海
陽
ス
マ
ー
ト
タ
ウ

ン
」
に
お
け
る
民
間
施
設
誘
致

に
つ
い
て
は
、
街
区
ご
と
に
土
地
利
用

方
針
を
定
め
て
お
り
、
そ
の
街
区
の
特

性
に
応
じ
た
誘
致
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。

　
既
に
公
募
を
行
っ
て
い
る
街
区
も
あ

り
、
南
側
の
17
の
１
街
区
は
、
既
に
入

札
に
よ
り
事
業
者
が
決
定
し
て
お
り
、

現
在
公
募
中
の
10
・
11
街
区
は
、
２
つ

の
街
区
を
一
括
し
て
３
月
下
旬
に
入
札

を
行
う
。

　
他
の
街
区
の
民
間
企
業
の
誘
致
に
つ

い
て
は
、
積
極
的
に
情
報
発
信
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
10
・
11
街
区
な
ど
で
の

事
業
者
決
定
が
呼
び
水
と
な
っ
て
、「
あ

ら
お
海
陽
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
」
全
体
の

魅
力
が
向
上
し
、
さ
ら
に
注
目
度
が
高

ま
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
「
有
明
海
沿
岸
道
路
」
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
は
、
区
画
整
理
地
内
に
お
い

て
、
橋
梁
の
下
部
工
事
の
う
ち
既
に
３

基
が
完
了
し
、
現
在
４
基
が
工
事
中
で

あ
る
。
ま
た
、「
仮
称
：
荒
尾
北
Ｉ
Ｃ
」

か
ら
「
仮
称
：
荒
尾
南
Ｉ
Ｃ
」
区
間
の

事
業
化
に
つ
い
て
、
国
に
よ
る
総
合
的

評
価
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

答
全
国
的
に
人
口
減
少
は
避
け
ら

れ
ず
、
居
住
機
能
や
医
療
、
福

祉
、
商
業
な
ど
の
機
能
を
中
心
拠
点
に

集
約
し
、
周
辺
地
域
と
は
公
共
交
通
で

つ
な
ぐ
こ
と
で
、
市
全
体
の
生
活
の
利

便
性
を
確
保
す
る
『
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
』
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
緑
ケ
丘
地
区
と

荒
尾
駅
周
辺
地
区
の
都
市
機
能
を
高
め
、

こ
の
２
つ
の
中
心
拠
点
を
交
通
結
節
点

と
し
て
バ
ス
路
線
で
結
ぶ
こ
と
を
基
本

方
針
と
し
、
平
井
・
府
本
地
区
に
は
乗

合
型
タ
ク
シ
ー
、
さ
ら
に
市
内
全
域
で

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
お
も
や
い
タ
ク
シ
ー

の
運
行
に
よ
り
、
利
便
性
向
上
に
つ
な

げ
て
い
る
。

　
今
後
、
人
口
が
減
少
し
て
も
便
利
で

快
適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
先
進
的
な
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
取
り
入
れ
、
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
の
推
進
と
と
も
に
、
地
域
課
題

の
解
決
を
目
指
す
全
世
代
型
デ
ジ
タ
ル

社
会
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
中
心
拠
点

以
外
の
地
区
に
お
い
て
も
、
地
区
協
議

会
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん
と
市
の
地
区
担

当
職
員
も
参
画
し
、
市
民
と
行
政
が
協

働
で
共
に
力
を
合
わ
せ
、
す
べ
て
の
地

域
で
幸
せ
を
実
感
で
き
る
「
暮
ら
し
た

い
ま
ち
日
本
一
」
を
目
指
す
。
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教
育
環
境
に
つ
い
て

問
学
校
規
模
適
正
化
に
つ
い

て
、「
小
規
模
校
に
つ
い
て

も
デ
メ
リ
ッ
ト
の
最
小
化
と
メ
リ

ッ
ト
の
最
大
化
を
図
る
」
と
あ
る

が
、
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
。

寒
波
に
よ
る
ノ
リ
養
殖

業
被
害
に
み
る
、
わ
が

市
の
漁
業
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

問
１
月
24
日
に
強
烈
な
寒
波
を

伴
う
強
風
が
有
明
海
全
体
の

ノ
リ
養
殖
場
を
襲
い
、
甚
大
な
る
被

害
に
見
舞
わ
れ
た
の
を
機
に
荒
尾
市

の
漁
業
全
体
に
つ
い
て
質
問
を
行
っ

た
。
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
お
い

て
も
来
季
の
ノ
リ
養
殖
の
維
持
に
つ

い
て
要
望
書
を
提
出
し
た
が
、
国
・

県
・
市
が
一
体
と
な
っ
て
の
支
援
を

お
願
い
す
る
。
ま
た
、
若
手
育
成
や

新
規
就
業
者
の
た
め
に
ノ
リ
共
同
乾

燥
施
設
建
設
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、

新
規
事
業
と
し
て
の
カ
キ
養
殖
事
業

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
の
市
の
支
援

に
つ
い
て
問
う
。

古城　義郎 議員

野田　ゆみ 議員

答
本
市
の
ノ
リ
養
殖
業
は
１
月
に
発

生
し
た
寒
波
に
伴
い
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
た
。
現
在
も
被
害
額
を
精
査
中

だ
が
、
で
き
る
限
り
漁
業
者
の
要
望
に
添

え
る
よ
う
長
洲
町
と
も
連
携
し
支
援
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、
県
や
関
係
市
町
と
合

同
で
国
に
要
望
書
の
提
出
を
検
討
し
て
い

く
。

　

共
同
乾
燥
施
設
は
、
昨
年
度
か
ら
施
設

整
備
に
向
け
た
協
議
を
行
っ
て
き
た
。
ノ

リ
の
色
落
ち
被
害
に
よ
り
協
議
を
一
時
中

断
し
た
が
、
今
後
も
生
産
者
等
と
協
議
を

進
め
て
い
く
。

　

本
市
で
は
ア
サ
リ
漁
や
漁
船
漁
業
な
ど

延
べ
２
５
０
名
が
漁
業
に
携
わ
っ
て
い
る

が
年
々
減
少
し
て
い
る
。
現
在
、
新
規
就

業
者
や
後
継
者
を
確
保
す
る
た
め
、
覆
砂

や
マ
ジ
ャ
ク
の
ブ
ラ
ン
ド
創
出
、
施
設
整

備
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
県
や
県
漁

連
と
連
携
し
新
規
就
業
者
へ
の
技
術
習
得

や
経
済
支
援
を
行
う
た
め
協
議
会
設
置
の

準
備
を
進
め
る
。

　

カ
キ
養
殖
事
業
は
、
産
卵
に
よ
る
衰
弱

死
対
策
や
生
産
規
模
の
拡
大
、
人
材
育
成

に
努
め
て
い
る
。
今
後
は
令
和
８
年
度
の

道
の
駅
で
の
販
売
を
見
据
え
、
販
路
拡
大

に
向
け
た
支
援
を
行
い
本
市
の
漁
業
の
活

性
化
に
努
め
る
。

答
小
規
模
校
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

「
一
人
一
人
の
状
況
を
把
握
で
き
、

き
め
細
か
な
指
導
が
行
い
や
す
い
」
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
一
般
的
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、「
大
き
な

集
団
の
中
で
自
己
主
張
し
た
り
す
る
社
会

性
が
身
に
付
き
に
く
い
」
な
ど
が
あ
る
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
の
最
小
化
と
メ
リ
ッ
ト
の

最
大
化
の
具
体
策
と
し
て
は
、
本
市
の
充

実
し
た
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
活
用
や
本
市

が
「
あ
ら
お
ベ
ー
シ
ッ
ク
」
と
し
て
重
点

的
に
推
進
し
て
い
る
授
業
ス
タ
イ
ル
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
最
小
規
模
の
児
童
数
を
維
持
す

る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
「
小
規
模
特
認
校
制

度
」
の
導
入
も
検
討
す
る
。

　

小
規
模
校
の
メ
リ
ッ
ト
が
よ
く
生
か
さ

れ
て
い
る
実
例
と
し
て
、
地
域
の
特
性
を

生
か
し
、
地
域
と
学
校
が
子
供
た
ち
を
支

え
、
子
供
た
ち
が
主
体
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
小
規
模
校
が
既
に
見
ら
れ
て
き
て
い

る
。

　

今
後
、
学
校
、
地
域
と
共
に
あ
ら
ゆ
る

創
意
工
夫
に
努
力
し
、
小
規
模
校
を
維
持

す
る
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
子
供

た
ち
を
健
や
か
に
育
ん
で
い
く
た
め
の

「
最
善
の
選
択
」
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

※
そ
の
他
、
荒
尾
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
基
本
計
画
の
中
間
見
直
し
に
つ
い
て
質
問
し

た
。

※
そ
の
他
、
公
共
施
設
の
利
便
性
向
上
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
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荒
尾
第
三
中
学
校
で
の

４
月
か
ら
の
制
服
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

問
荒
尾
第
三
中
学
校
で
は
、
今

年
４
月
か
ら
性
の
多
様
性
や

個
性
を
尊
重
し
た
新
デ
ザ
イ
ン
を

導
入
す
る
と
い
う
。
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

子
ど
も
達
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。

荒
尾
市
も
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
制
度
化
に
つ
い
て
は
、
国
の
動

向
を
見
て
と
ば
か
り
言
っ
て
い
な

い
で
前
に
進
め
た
ら
ど
う
か
。

故
障
続
き
の
「
潮
湯
」

の
現
状
と
建
て
替
え
計

画
に
つ
い
て

問
「
潮
湯
」
は
最
近
、
設
備
の

故
障
が
相
次
ぎ
、
頻
繁
に
休

業
し
た
り
、
海
水
導
入
が
で
き
な
い

等
、
利
用
者
に
多
大
な
迷
惑
を
か
け

る
事
態
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
令
和

２
、３
年
度
の
修
繕
費
だ
け
で
も

１
千
万
円
を
超
え
た
。
資
産
老
朽
化

比
率
が
令
和
３
年
度
末
で
94
・
７
％

に
も
な
り
、
こ
ん
な
老
朽
化
し
た
福

祉
施
設
は
他
に
見
な
い
。
早
急
に
建

て
替
え
る
べ
き
だ
。
ま
た
、「
暮
ら

し
た
い
ま
ち
日
本
一
」
を
め
ざ
す
な

ら
ば
、
ま
ず
足
元
の
玉
東
町
や
玉
名

市
の
よ
う
に
、
潮
湯
起
点
の
無
料
循

環
バ
ス
を
運
行
す
べ
き
だ
。

坂東　俊子 議員

北園　敏光 議員

※
そ
の
他
、
不
登
校
児
童
の
居
場
所
に
つ
い
て
、
小
学
校
通
学
路
の
安
心
・
安
全
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

※
そ
の
他
、
物
価
・
電
気
料
金
高
騰
の
中
で
、
水
道
料
金
の
値
上
げ
計
画
は
中
止
す
べ
き
で
は
な

い
か
、
包
括
委
託
の
適
否
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
監
査
さ
れ
て
い
る
の
か
、
13
億
円
近
く
に

膨
れ
上
が
っ
た
介
護
保
険
給
付
費
準
備
基
金
の
現
状
と
保
険
料
引
き
下
げ
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

答
荒
尾
第
三
中
学
校
に
お
け
る
今
回
の

制
服
変
更
の
経
緯
で
あ
る
が
、
生
徒

の
方
か
ら
制
服
に
つ
い
て
の
意
見
が
出
さ

れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
生
徒
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校
運
営
協
議
会
で
協
議
し
、

生
徒
・
保
護
者
等
か
ら
意
見
を
募
っ
た
上

で
、
新
た
な
制
服
が
選
定
さ
れ
、
令
和
５

年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
荒
尾
第
三
中
学
校
に

お
い
て
は
、
今
回
の
制
服
変
更
に
関
連
し

同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
性
の
多
様
性
に
つ
い

て
の
教
育
講
演
会
が
２
月
に
実
施
さ
れ
て

い
る
。

　

性
的
少
数
者
の
方
へ
の
配
慮
や
支
援
は
、

重
要
な
人
権
問
題
で
あ
り
、
そ
の
解
決
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
理
解

と
配
慮
が
欠
か
せ
ず
、
そ
の
権
利
が
等
し

く
擁
護
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

今
後
、
国
が
国
民
的
理
解
の
も
と
に
議

論
を
進
め
、
国
の
法
体
系
の
下
、
地
方
自

治
体
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
し
て
、
必
要

な
施
策
を
検
討
・
実
施
す
る
と
い
う
形
が

望
ま
し
い
形
で
あ
る
と
考
え
、
性
的
少
数

者
に
関
す
る
国
政
の
動
向
に
つ
い
て
、
注

意
深
く
見
守
り
、
適
切
に
対
応
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

答
本
市
の
公
共
施
設
個
別
施
設
計
画

や
長
寿
命
化
計
画
の
方
向
性
と
し

て
も
、
潮
湯
に
関
し
て
は
高
齢
者
の
健
康

増
進
の
た
め
の
施
設
と
し
て
必
要
に
応
じ

て
修
繕
を
行
い
な
が
ら
現
状
維
持
に
努
め

て
い
く
方
針
で
あ
り
、
潮
湯
の
建
て
替
え

に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
。

　

本
市
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど

を
対
象
に
「
乗
合
バ
ス
福
祉
特
別
乗
車
証
」

を
交
付
す
る
な
ど
、
本
市
独
自
の
移
動
手

段
の
支
援
を
行
う
と
共
に
、
公
共
交
通
の

利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
路
線
バ
ス
の
ほ

か
に
「
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
」
や
「
お
も

や
い
タ
ク
シ
ー
」
を
導
入
し
、
市
民
の
移

動
手
段
を
確
保
す
る
目
的
で
公
共
交
通
体

系
を
構
築
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

潮
湯
は
、
現
在
も
多
く
の
利
用
者
が
楽

し
み
に
通
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
施
設
で

あ
る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
お
り
、
今
後

も
有
明
海
の
海
水
を
利
用
し
た
海
辺
の
潮

湯
と
し
て
、
皆
様
に
で
き
る
だ
け
長
く
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
く
。
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鶴田　賢了 議員

さ
く
ら
ね
こ
Ｔ
Ｎ
Ｒ
に

つ
い
て

問
「
さ
く
ら
ね
こ
無
料
不
妊
手

術
事
業
」
は
、「
飼
い
主
の

い
な
い
猫
」
に
対
し
「
さ
く
ら
ね

こ
Ｔ
Ｎ
Ｒ
」
を
実
施
す
る
こ
と
で

繁
殖
を
防
止
し
、「
地
域
の
猫
」「
さ

く
ら
猫
」
と
し
て
一
代
限
り
の
命

を
全
う
さ
せ
、「
飼
い
主
の
い
な

い
猫
」
に
関
わ
る
苦
情
や
殺
処
分

の
減
少
に
寄
与
す
る
活
動
と
し
て

行
わ
れ
て
お
り
、
本
市
で
も
昨
年

10
月
か
ら
取
り
組
み
が
始
ま
り
約

５
か
月
経
過
し
た
が
、
こ
の
事
業

に
つ
い
て
は
協
力
病
院
の
確
保
も

含
め
長
期
的
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
本
市
の
今
後
に
向
け
た
取

り
組
み
を
伺
う
。

子
ど
も
の
通
学
時
等
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

問
子
ど
も
１
１
０
番
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
状
況
及

び
そ
れ
に
対
す
る
支
援
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
子

ど
も
１
１
０
番
の
活
動
の
課
題
に

つ
い
て
伺
う
。
現
在
、
市
内
の
子

ど
も
１
１
０
番
活
動
で
協
力
を
頂

い
て
い
る
商
店
や
住
宅
の
玄
関
先

に
ス
テ
ッ
カ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い

る
が
、
目
立
た
な
い
と
子
ど
も
や

保
護
者
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
よ
く
目
立
つ
の
ぼ
り
旗

の
設
置
の
要
望
が
出
て
い
る
の
で

市
で
の
予
算
化
を
要
望
す
る
。

木村　誠一 議員
※
そ
の
他
、
教
育
環
境
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

答
「
子
ど
も
１
１
０
番
の
い
え
」
に
つ

い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
通
学
時

の
安
全
対
策
の
一
つ
と
し
て
平
成
11
年
よ

り
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と
教
育
委
員
会
、
警

察
が
協
力
し
、
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い

る
。

　

教
育
委
員
会
で
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成
し
、

各
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
校
区
内
の
家
庭
や

店
舗
、
事
業
所
な
ど
に
ス
テ
ッ
カ
ー
の
設

置
を
依
頼
し
、
子
ど
も
た
ち
に
緊
急
な
事

態
が
起
こ
っ
た
場
合
に
、
速
や
か
に
避
難

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
昼
間
の
時
間
帯
に
不

在
と
な
る
家
庭
が
増
え
て
い
る
こ
と
、
登

録
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
た
め
、
現
在
各
校
区
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
ご
と

に
再
度
実
態
調
査
を
進
め
て
い
る
。
こ
の

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
現
状
の
ス
テ
ッ
カ

ー
だ
け
で
な
く
、
の
ぼ
り
旗
な
ど
の
ニ
ー

ズ
が
あ
れ
ば
、
作
成
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　

今
後
、
こ
の
活
動
が
よ
り
実
効
性
の
あ

る
も
の
と
な
る
よ
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
、
学

校
、
警
察
、
行
政
が
連
携
・
協
力
し
、
防

犯
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
子
ど
も

た
ち
を
守
り
育
ん
で
い
く
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
。

※
そ
の
他
、
道
の
駅
「
あ
ら
お
」
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
み
か
ん
園
ほ
か
イ
ノ

シ
シ
被
害
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

答
公
益
財
団
法
人
ど
う
ぶ
つ
基
金
の

事
業
で
あ
る
「
さ
く
ら
ね
こ
無
料

不
妊
手
術
事
業
」
は
、
短
期
的
に
成
果
が

現
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
長
期
的
に
継
続

し
て
い
か
な
け
れ
ば
、「
不
幸
な
猫
」
は
増

え
続
け
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　

今
後
も
、「
ど
う
ぶ
つ
基
金
さ
く
ら
ね

こ
Ｔ
Ｎ
Ｒ
事
業
」
に
参
画
し
て
い
る
近
隣

自
治
体
と
も
情
報
を
共
有
し
、
少
し
で
も

多
く
の
「
さ
く
ら
ね
こ
」
を
増
や
す
こ
と

で
、
よ
り
以
上
の
繁
殖
を
防
ぎ
、
一
代
限

り
の
命
を
全
う
さ
せ
、
ま
た
、
鳴
き
声
や

臭
い
な
ど
生
活
被
害
を
軽
減
す
る
と
と
も

に
、「
動
物
愛
護
管
理
法
」
の
基
本
原
則
で

あ
る
人
と
猫
が
共
生
す
る
社
会
を
実
現
す

べ
く
本
事
業
を
継
続
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
取
り
扱
う
病
院
の
確
保
に
つ
い

て
も
、
ど
う
ぶ
つ
基
金
か
ら
も
取
り
扱
う

協
力
病
院
を
募
集
し
て
い
る
の
で
、
熊
本

県
や
近
隣
の
自
治
体
と
も
連
携
し
、
市
内

を
は
じ
め
県
内
の
動
物
病
院
に
対
し
、
本

事
業
に
賛
同
・
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
自
治
体
が
出
来
る
周
知
方
法
な
ど
情

報
共
有
し
て
い
く
。
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イ
ノ
シ
シ
、
カ
ラ
ス
な

ど
の
有
害
鳥
獣
被
害
防

止
へ
の
抜
本
的
対
策

問
イ
ノ
シ
シ
、
カ
ラ
ス
な
ど
の

存
在
は
、
農
業
被
害
に
加
え
、

住
宅
地
、
通
学
路
な
ど
に
出
没
し
、

日
常
の
市
民
生
活
を
脅
か
す
な
ど
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
抜
本

策
が
見
い
だ
せ
な
い
。
農
作
物
を
食

い
荒
ら
さ
れ
る
と
農
業
者
の
生
活
が

成
り
立
た
な
い
。
農
業
の
将
来
不
安

に
つ
な
が
る
し
農
村
の
活
気
を
そ
ぐ

大
き
な
要
因
だ
。
市
役
所
内
外
の
連

携
を
強
化
し
な
け
れ
ば
市
民
の
不
安

は
高
ま
る
ば
か
り
。
捕
獲
対
策
と
人

材
育
成
や
体
制
の
充
実
強
化
を
。
有

害
鳥
獣
被
害
防
止
へ
市
の
確
固
た
る

考
え
を
聞
き
た
い
。

母
子
保
健
医
療
対
策
総

合
支
援
事
業
の
推
進
に

つ
い
て

問
①
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、

里
帰
り
出
産
を
控
え
た
り
、

仕
事
や
介
護
を
抱
え
て
い
る
親
御
さ

ん
も
多
く
、
実
家
に
頼
れ
な
い
ケ
ー

ス
も
現
状
あ
る
。
本
市
の
産
後
ケ
ア

事
業
は
、
相
談
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・

宿
泊
型
と
充
実
し
て
い
る
が
、
お
家

で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
受
け
ら
れ
る

「
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
」
の
よ
う
な
育
児・

家
事
支
援
の
導
入
を
要
望
す
る
。

②
生
後
間
も
な
く
実
施
さ
れ
る
「
新

生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
」

に
よ
り
難
聴
の
有
無
を
チ
ェ
ッ
ク
で

き
る
。
具
体
的
な
事
業
の
内
容
と
成

果
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

菅嶋　公尚 議員

中野美智子 議員

※
そ
の
他
、
荒
尾
市
版
Ｄ
Ｘ(

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン)

に
よ
る
課

題
解
決
と
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

※
そ
の
他
、
帯
状
疱
疹
の
予
防
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
、
災
害
時
の
避
難
支
援
強

化
と
地
域
防
災
力
向
上
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

答
本
市
の
有
害
鳥
獣
の
農
作
物
被
害
は

イ
ノ
シ
シ
で
年
間
約
４
０
０
万
円
、

カ
ラ
ス
で
約
３
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

市
民
か
ら
の
通
報
や
捕
獲
数
等
も
年
々
増

え
て
い
る
た
め
、
防
護
柵
設
置
や
地
域
の

被
害
防
止
活
動
、
捕
獲
活
動
を
支
援
し
て

い
る
。
ま
た
、
有
害
鳥
獣
駆
除
隊
や
地
区

協
議
会
な
ど
で
構
成
す
る
荒
尾
市
有
害
鳥

獣
対
策
協
議
会
に
活
動
費
補
助
や
捕
獲
器

具
の
貸
出
し
等
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
猟

友
会
に
も
捕
獲
許
可
証
を
発
行
し
鳥
獣
駆

除
の
報
償
金
を
交
付
す
る
と
と
も
に
、
今

年
度
は
若
手
農
家
等
に
狩
猟
捕
獲
免
許
取

得
の
支
援
、
実
践
研
修
等
の
育
成
事
業
に

取
り
組
ん
だ
。

　

有
害
鳥
獣
駆
除
の
問
合
せ
は
、
主
に
農

地
や
農
作
物
等
の
被
害
対
策
で
あ
る
た
め

農
林
水
産
課
が
対
応
し
て
い
る
が
、
生
活

環
境
被
害
等
の
相
談
も
多
数
あ
る
の
で
、

庁
内
関
係
課
や
警
察
等
の
関
係
機
関
と
も

連
携
し
迅
速
な
対
応
に
努
め
て
い
る
。
今

後
も
地
域
や
関
係
機
関
と
情
報
共
有
を
行

い
、
イ
ノ
シ
シ
出
没
の
情
報
発
信
や
地
域

と
協
力
し
て
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
実
施

し
、
有
害
鳥
獣
を
寄
せ
付
け
な
い
生
活
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

答
①
育
児
・
家
事
支
援
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
も
一
定
の
ニ
ー
ズ
が
あ

り
そ
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す

る
令
和
６
年
度
か
ら
本
事
業
も
併
せ
て
開

始
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
令
和
５
年
度

に
は
事
業
の
立
案
や
ニ
ー
ズ
把
握
、
委
託

先
事
業
所
の
選
定
等
を
進
め
る
予
定
だ
が
、

支
援
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
な
担
い
手
の

確
保
が
重
要
な
課
題
で
あ
り
、「
産
後
ド
ゥ

ー
ラ
」
の
活
用
も
選
択
肢
の
ひ
と
つ
に
な

る
か
と
考
え
て
い
る
。

　

②
新
生
児
聴
覚
検
査
は
、
聴
覚
障
害

の
早
期
発
見
・
早
期
療
育
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
出
生
後
退
院
す
る
ま
で

の
間
に
産
科
医
療
機
関
等
に
お
い
て
実
施

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
検
査
に
対
し
本
市
で

は
、
令
和
３
年
10
月
か
ら
子
ど
も
未
来
基

金
を
活
用
し
て
、
新
生
児
１
人
あ
た
り
５
，

０
０
０
円
を
上
限
に
検
査
費
用
の
助
成
を

行
っ
て
い
る
。
事
業
の
効
果
と
し
て
は
、

令
和
２
年
度
の
受
検
率
81
・
１
％
が
、
事

業
を
開
始
し
た
令
和
３
年
度
に
は
95
・
４

％
と
大
幅
に
増
加
し
、
多
く
の
新
生
児
が

検
査
を
受
け
や
す
い
体
制
が
整
備
で
き
た

も
の
と
捉
え
て
い
る
。
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谷口　繁治 議員
施
政
方
針（
雇
用
の
確

保
と
所
得
の
向
上
で
安

定
し
た
暮
ら
し
を
つ
く

る
取
り
組
み
）に
つ
い
て

問
働
く
人
の
賃
金
が
上
が
ら

な
い
中
で
、
物
価
高
騰
が

襲
い
か
か
る
戦
後
か
つ
て
な
い
深

刻
な
事
態
と
な
っ
て
い
る
。
職
を

求
め
若
い
人
の
転
出
が
多
く
、
生

ま
れ
る
子
ど
も
の
数
も
減
少
し
て

い
る
。
若
い
人
が
本
市
に
と
ど
ま

っ
て
も
ら
う
に
は
、
結
婚
で
き
る

所
得
で
安
定
し
た
暮
ら
し
を
つ
く

る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。
今
、
本

市
が
考
え
て
い
る
「
雇
用
の
確
保

と
所
得
の
向
上
で
安
定
し
た
暮
ら

し
を
つ
く
る
」
こ
と
に
つ
い
て
の

対
策
を
伺
う
。

答
雇
用
の
確
保
と
し
て
、「
あ
ら
お
海

陽
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
」
の
開
発
に

よ
る
就
業
誘
発
効
果
を
６
，
０
０
０
人
と

見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
県

内
進
出
は
、
本
市
と
し
て
も
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
、
雇
用
の
受
け
皿
と
な
る
企
業
誘
致

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

若
い
世
代
へ
の
雇
用
対
策
と
し
て
奨
学

金
返
済
額
の
一
部
補
助
や
、
現
場
を
生
で

体
感
す
る
「
市
内
企
業
視
察
ツ
ア
ー
」
な

ど
も
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
高
齢
者

や
女
性
、
障
が
い
者
へ
の
就
労
支
援
に
つ

い
て
は
、
関
連
団
体
と
の
連
携
や
働
き
や

す
い
環
境
づ
く
り
、
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
行
う
。

　

地
域
産
業
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
方
策
と
し
て
、
地
域
産
業
の
Ｄ
Ｘ
へ

の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
様
々
な
デ
ジ
タ
ル
機
器
等
へ
の
理
解

を
深
め
、
そ
の
活
用
を
考
え
る
人
材
の
育

成
な
ど
、
市
内
事
業
者
の
Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り

組
み
を
あ
と
押
し
す
る
。

　

地
域
経
済
循
環
の
活
性
化
と
し
て
「
あ

ら
お
海
陽
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
」
の
開
発
な

ど
の
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
荒
尾
市

全
体
の
所
得
の
向
上
を
目
指
し
て
い
く
。

※
そ
の
他
、
施
政
方
針
（
ノ
リ
養
殖
の
維
持
支
援
）
に
つ
い
て
、（
消
防
行
政
）
緑

ケ
丘
庁
舎
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

ネット中継視聴方法

荒尾市役所の
ホームページか
ら「荒尾市議会」
をクリック。

以前に開催され
た会議やライブ
中継を選んで視
聴することが出
来ます。

スマートフォン・タブレットの方は、
こちらの二次元コードを読み取って
ご視聴ください。
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令
和
５
年
度
当
初
予
算
を
可
決
し
ま
し
た

令
和
５
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
当
初
予
算
を
審
査
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
通
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

３
月
20
日
に
議
員
間
討
議
を
行
い
、
市
長
に
対
し
て
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
質
疑
・
答
弁
、
要
望
事
項
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

一般会計総額
２４４億円

問
本
市
は
市
税
な
ど
の
自
主
財

源
に
乏
し
く
、
国
か
ら
の
補

助
金
な
ど
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の
寄
附
金
は
重

要
な
自
主
財
源
で
あ
り
、
こ
れ
ら
自

主
財
源
を
増
や
す
方
策
は
。

答
本
市
で
は
、
国
・
県
補
助
金
な
ど
の

有
利
な
財
源
を
積
極
的
に
活
用
し

な
が
ら
、
荒
尾
の
豊
か
な
未
来
と
市
民
の

幸
せ
を
つ
く
る
た
め
、『
あ
ら
お
未
来
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』
を
推
進
し
て
い
る
。
そ
の
中

核
と
な
る
「
緑
ケ
丘
地
区
」
と
「
荒
尾
駅

周
辺
地
区
」
で
は
、
新
た
な
価
値
を
生
み

出
し
、
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、
多

く
の
人
が
住
み
、
民
間
投
資
を
喚
起
す
る

よ
う
都
市
基
盤
整
備
や
先
進
的
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
る
。
来
訪
者
の
増
加
、
資

産
価
値
の
向
上
、
企
業
誘
致
や
市
内
産
業

の
活
性
化
の
効
果
を
市
全
域
に
広
げ
る
こ

と
で
、
人
口
の
確
保
、
経
済
波
及
効
果
の

増
大
に
よ
る
地
域
経
済
の
好
循
環
に
よ
り
、

税
収
を
増
加
し
、
安
定
し
た
自
主
財
源
の

確
保
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

ま
た
、
寄
附
金
に
関
し
て
は
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
や
子
ど
も
未
来
基
金
へ
の

寄
附
と
い
う
形
で
も
寄
附
金
を
い
た
だ
い

て
お
り
、
市
の
事
業
に
活
用
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
は
、荒
尾
梨「
あ
き
づ
き
」の「
こ

と
の
み
」
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
や
道
の
駅
の

開
業
を
見
据
え
て
取
り
組
ん
で
い
る
加
工

食
品
の
開
発
を
進
め
、
返
礼
品
を
充
実
さ

せ
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
増
額
を
目

指
し
て
い
く
。

歳
入
増
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

問
行
財
政
改
革
で
市
職
員
数
を

削
減
し
て
き
た
が
、
市
民
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は

高
ま
り
、
業
務
量
も
増
加
。
職
員
定

数
は
適
正
な
の
か
。
定
年
延
長
の
動

き
を
踏
ま
え
た
う
え
で
考
え
を
問
う
。

答
本
市
の
職
員
数
は
、
平
成
29
年
度

以
降
、
防
災
や
子
育
て
支
援
な
ど

の
体
制
強
化
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応

な
ど
の
新
た
な
業
務
に
対
応
す
る
た
め
、

６
年
間
で
31
名
増
加
し
、
今
年
度
は
市
民

病
院
を
除
き
４
０
７
名
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
職
員
数
が
増
加
し
続
け
る
と
財
政

状
況
が
悪
化
し
、
事
業
の
廃
止
や
縮
小
、

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
る
こ
と
と
な

る
。 人

員
配
置
の
適
正
化
に
つ
い
て

　

今
後
は
申
請
手
続
の
Ａ
Ｉ
活
用
な
ど
行

政
Ｄ
Ｘ
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
業

務
の
効
率
化
を
進
め
、
そ
の
結
果
生
じ
る

人
的
資
源
を
重
点
施
策
等
に
配
置
し
、
新

た
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
定
年
延
長
に
つ
い
て
は
、
経
験

豊
富
な
ベ
テ
ラ
ン
職
員
に
60
歳
を
過
ぎ
て

も
正
職
員
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
若
手
職
員
の
人
材
育
成
に
つ
な
げ
て

い
く
。問

道
の
駅
の
開
設
を
控
え
、
今

後
は
農
産
物
の
種
類
や
生
産

本
市
の
農
林
水
産
業
の
将
来
展

望
と
そ
の
戦
略
に
つ
い
て
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量
な
ど
目
標
を
設
定
し
、
方
向
性
を

示
す
必
要
が
あ
る
。
農
林
水
産
業
の

将
来
展
望
と
戦
略
に
つ
い
て
、
①
農・

漁
業
者
の
後
継
者
育
成
、
②
耕
作
放

棄
地
の
対
策
に
も
な
り
得
る
有
機
農

法
へ
の
援
助
、
③
ノ
リ
養
殖
業
に
つ

い
て
乾
燥
機
等
施
設
の
共
同
化
の
取

り
組
み
、
④
農
林
水
産
業
費
の
予
算

が
少
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
農
林
水

産
業
の
持
続
的
発
展
の
た
め
の
展
望

を
問
う
。

答
荒
尾
の
食
の
魅
力
を
未
来
に
残
し

て
い
け
る
よ
う
、「
生
産
力
の
向

上
」、「
販
路
の
拡
大
」、「
人
材
の
育
成
」

を
大
き
な
柱
と
し
て
”農
水
産
業
の
成
長

産
業
化
“
を
目
指
し
て
戦
略
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

①
Ｄ
Ｘ
時
代
な
ど
に
も
対
応
し
た
次
世
代

の
担
い
手
を
育
成
し
て
い
く
た
め
、
農

業
に
つ
い
て
は
、
国
の
支
援
事
業
等
の

活
用
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
生
産
施

設
の
ス
マ
ー
ト
化
、
実
践
販
売
機
会
の

創
出
、
専
門
家
の
経
営
相
談
な
ど
に
よ

る
生
産
性
の
向
上
な
ど
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
初
期
投
資
が
少
な
い
親

元
就
農
や
兼
業
で
の
就
農
な
ど
の
後
押

し
、
離
農
者
の
事
業
継
承
に
つ
い
て
も

支
援
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

水
産
業
に
お
い
て
は
、
県
が
新
規
就
業

者
へ
の
新
た
な
制
度
を
打
ち
出
し
て
い

る
が
、
様
々
な
条
件
を
ク
リ
ア
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
関
係
機
関
と
準
備
を

進
め
て
い
る
。

②
国
が
提
唱
す
る
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
」
で
は
、
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
て
化
学
肥
料
や
化
学
農
薬
の

低
減
な
ど
が
推
奨
さ
れ
て
お
り
、
狭
小

農
地
や
荒
廃
農
地
な
ど
を
活
用
し
た
有

機
農
業
な
ど
の
環
境
に
や
さ
し
い
農
業

の
促
進
に
つ
い
て
調
査
検
討
を
進
め
て

い
く
。

③
水
産
振
興
を
目
的
に
、
ノ
リ
、
ア
サ
リ

な
ど
漁
業
経
営
の
基
盤
と
な
る
漁
場

改
善
へ
の
支
援
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、

新
た
な
漁
業
の
柱
と
し
て
カ
キ
養
殖
の

実
証
実
験
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
今

回
の
寒
波
に
よ
る
ノ
リ
網
や
支
柱
の
破

損
な
ど
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
被
害
状

況
を
確
認
し
、
他
の
被
害
地
域
と
連
携

し
な
が
ら
国
へ
の
要
望
を
行
う
と
と
も

に
、
ノ
リ
養
殖
が
維
持
存
続
で
き
る
よ

う
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
。
ま
た
、
ノ

リ
の
乾
燥
機
な
ど
大
型
施
設
に
お
け
る

共
同
利
用
化
は
、
本
市
水
産
業
の
持
続

化
に
と
っ
て
大
変
重
要
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
関
係
者
で
協
議
を
行
っ
て
き
た
が
、

１
月
の
寒
波
の
被
害
に
よ
り
、
改
め
て

再
検
討
し
な
け
れ
ば
と
感
じ
て
い
る
。

④
農
林
水
産
業
費
の
予
算
は
、
令
和
５
年

度
は
約
４
億
１
，
０
０
０
万
円
を
計
上

し
て
お
り
、
従
来
に
比
べ
約
1.7
倍
と
大

幅
に
増
額
し
て
い
る
。
今
後
も
、
農
業

基
盤
の
整
備
や
３
年
後
の
道
の
駅
開
業

に
向
け
整
備
を
進
め
、
荒
尾
梨
新
ブ
ラ

ン
ド
「
こ
と
の
み
」
の
発
信
力
強
化
や

カ
キ
養
殖
の
本
格
事
業
化
、
さ
ら
に
は
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
政
策
に
も

取
り
組
み
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
荒
尾
の
農

水
産
業
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
く
。

問
令
和
４
年
の
出
生
数
は
３
０
０

人
を
割
り
込
み
、
少
子
化
は

非
常
に
大
き
な
課
題
と
い
え
る
。
対

策
に
つ
い
て
具
体
的
な
対
応
を
考
え

て
い
る
の
か
。

少
子
化
対
策(

子
育
て
支
援)

に

つ
い
て

答
本
市
の
少
子
化
対
策
と
し
て
、
若

い
世
代
の
結
婚
希
望
の
実
現
を
後

押
し
す
る
と
と
も
に
、
夫
婦
に
お
け
る
希

望
す
る
子
ど
も
の
数
の
実
現
に
向
け
、
妊

娠
か
ら
出
産
・
子
育
て
と
い
う
一
体
的
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
結

婚
新
生
活
支
援
補
助
金
を
通
じ
た
結
婚
に

伴
う
新
生
活
に
必
要
な
住
居
費
や
引
っ
越

し
費
用
の
補
助
、
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト

事
業
や
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
を
活

用
し
た
伴
走
型
相
談
支
援
と
財
政
的
支
援

の
一
体
的
実
施
に
よ
る
出
産
前
後
の
不
安

や
負
担
の
軽
減
、
子
ど
も
未
来
基
金
を
活

用
し
た
新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
の
助
成
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
安
心
し

て
出
産
で
き
る
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

今
年
10
月
の
新
市
民
病
院
開
院
に
合
わ
せ

て
、
市
民
病
院
と
市
内
産
婦
人
科
医
院
と

が
一
体
と
な
っ
た
周
産
期
医
療
の
仕
組
み

づ
く
り
を
協
議
し
て
い
る
。

　

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
策
に
つ
い
て

は
、
令
和
５
年
度
か
ら
は
子
ど
も
医
療
費

の
無
償
範
囲
を
18
歳
ま
で
拡
大
し
、
平
成

29
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
小
学
校
給
食

費
無
償
化
は
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
か
ら

は
大
変
助
か
っ
て
い
る
と
の
声
を
頂
い
て

い
る
。
さ
ら
に
教
育
に
つ
い
て
も
、
１
人

１
台
の
Ｌ
Ｔ
Ｅ
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用

な
ど
を
通
じ
て
、
教
育
の
質
の
向
上
に
取
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［
広
報
広
聴
委
員
会　
広
報
部
会
］

広
報
広
聴
委
員
会
長 

浜
崎 

英
利　
　

広
報
部
会
長 

菅
嶋 

公
尚

委
員	

鶴
田	

賢
了　
委
員	

古
城	

義
郎

委
員	

坂
東	

俊
子　
委
員	

中
野
美
智
子

委
員	

谷
口	

繁
治　
委
員	

橋
本	

誠
剛

委
員	

菰
田	

正
也

　

市
議
会
の
こ
れ
ま
で
の
メ
ン
バ
ー
、
前

任
期
の
広
報
部
会
員
に
よ
る
「
あ
ら
お

市
議
会
だ
よ
り
」
発
行
は
今
回
が
最
後

で
す
。
５
月
１
日
か
ら
市
議
会
議
員
の

新
た
な
任
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
正

副
議
長
な
ど
新
た
な
議
会
人
事
は
今
月

中
の
臨
時
会
で
決
定
し
ま
す
の
で
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
の
議
会
だ
よ
り
紙
面
で
の

紹
介
は
６
月
定
例
会
の
結
果
と
合
わ
せ

て
「
お
知
ら
せ
」
の
と
お
り
８
月
１
日
号

で
行
い
ま
す
。

　

今
回
の
表
紙
は
、
荒
尾
第
四
中
学
校

３
年
生
が
美
術
の
授
業
の
中
で
作
成
し

た
も
の
で
、
地
元
の
野
原
八
幡
宮
を
描
い

た
自
然
豊
か
で
歴
史
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
さ

わ
や
か
な
作
品
で
す
。

　

本
市
議
会
は
「
分
か
り
や
す
く
、
見

や
す
く
、
読
み
や
す
い
」
議
会
だ
よ
り
づ

く
り
へ
の
改
革
を
進
め
て
お
り
、
今
後
も

さ
ら
に
「
開
か
れ
た
市
議
会
」
へ
の
取
り

組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
叱
咤
激
励
を
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※荒尾市議会だよりをお読みになってのご意見・ご感想は、荒尾市議会事務局（0968-63-1628（直通））までお寄せください。

編

集

後

記

要
望
事
項

お
知
ら
せ

・
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
と
生
ご
み
対
策
に

つ
い
て
、
市
民
の
協
力
を
得
ら
れ

る
よ
う
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

・
万
田
坑
、
荒
尾
二
造
、
賀
庭
寺
、

岩
本
橋
、
野
原
八
幡
宮
風
流
な
ど
、

多
く
の
文
化
遺
産
を
観
光
資
源
と

す
る
た
め
の
戦
略
的
な
取
り
組
み

を
検
討
す
る
こ
と
。

（
病
院
事
業
会
計
）

・
新
病
院
へ
の
移
転
新
築
後
の
健
全

経
営
に
努
め
る
こ
と
。

・
持
続
可
能
な
周
産
期
医
療
体
制
の

構
築
を
図
る
こ
と
。

り
組
ん
で
い
る
。

　

今
後
も
国
の
少
子
化
対
策
の
動
向
に
対

応
し
つ
つ
、
本
市
独
自
の
子
育
て
支
援
施

策
の
充
実
、
さ
ら
に
は
、
あ
ら
お
海
陽
ス

マ
ー
ト
タ
ウ
ン
に
お
け
る
公
園
の
整
備
や

保
健
・
福
祉
・
子
育
て
支
援
施
設
に
お
け

る
雨
の
日
も
安
心
し
て
遊
べ
る
空
間
の
整

備
、
子
ど
も
に
関
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相

談
や
一
時
預
か
り
な
ど
に
よ
り
、
子
育
て

し
や
す
い
環
境
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
。問

当
初
予
算
に
荒
尾
駅
周
辺
地

区
整
備
事
業
費
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
駅
東
口
を
含
め
た
駅
舎
の

改
築
及
び
周
辺
地
域
の
整
備
に
つ
い

て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
含
め
た
ビ

ジ
ョ
ン
を
尋
ね
る
。

答
Ｊ
Ｒ
荒
尾
駅
は
本
市
の
玄
関
口
で

あ
り
、「
あ
ら
お
海
陽
ス
マ
ー
ト
タ

ウ
ン
」
と
も
つ
な
が
る
重
要
な
交
通
結
節

点
で
あ
る
が
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応
し

て
い
な
い
、
東
側
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
な

い
な
ど
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

市
民
が
参
加
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ア

ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
、
荒
尾
駅
周
辺
の
理

想
の
姿
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
ま
と
め
、
駅
舎

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
は
じ
め
、
東
西
連

絡
通
路
や
東
口
設
置
な
ど
検
討
し
な
が
ら

各
施
設
の
整
備
の
可
能
性
を
探
り
、
具
体

化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
は
、
本
年
度

よ
り
Ｊ
Ｒ
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
開
始
し
て

お
り
、
交
通
事
業
者
と
し
て
バ
リ
ア
フ
リ

ー
計
画
を
策
定
す
る
協
議
会
へ
の
参
画
を

お
願
い
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
荒

尾
駅
と
「
あ
ら
お
海
陽
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
」

を
結
ぶ
市
道
「
荒
尾
駅
停
車
場
線
」
を
歩

き
た
く
な
る
魅
力
的
な
空
間
と
す
る
た
め
、

道
路
と
歩
道
を
改
修
し
、
沿
道
利
活
用
も

含
め
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
を
策
定

し
て
い
く
。

　

市
議
会
議
員
選
挙
後
の
臨
時
会
報
告
及

び
議
員
の
紹
介
は
、
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　

今
号
ま
で
、
下
記
の
旧
広
報
部
会
員
で

編
集
し
て
い
ま
す
。

荒
尾
駅
周
辺
地
区
整
備
事
業
費

に
つ
い
て


